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論理プログラムP、一貫性制約を表す論理式の集合 I、 基礎原子文から成る候補仮説集合A お
よび観測事実G に対して、発想推論は以下の2つの式を満足する Δ ⊆ A を求める。 
1. P ∪ Δ  G 
2. P ∪ Δ は、I を満足する。 





168  嘉悦大学研究論集 第53巻第2号通巻98号 平成23年3月 
される。一貫性制約は、上の例ではない。観測事実は、「ソクラテスのアリバイが成り立たな
























本章では、第 1著者が第 2著者とのコラボレーションで発見した 3つのコツについて紹介





3.1 コツ 1：親指の第 1関節を曲げる 
3.1.1 コツ 1の有効性 
第 1のコツは、弓を保持する右手の親指の第 1関節を曲げる（より正確には、曲げ伸ばし
する）、というものである。このコツを使わなかったときと使ったときの弓の保持の仕方を図
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3.1.2 コツ 1の繰り返し高速移弦課題への応用 
 前節で述べた「親指の第 1関節を曲げる」コツを 2弦にまたがる繰り返し高速移弦の課題
に適用した結果、従来にないパフォーマンスが得られた。課題の例としては、図 2に示すブ
ラームスのチェロソナタ第 2 番第 1 楽章の 171~172 小節がある。この例に対する従来の弾
き方での推論図式は図 3で与えられる。  
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3.2 コツ 2：弓の毛のエッジで弾く 
3.2.1 コツ２の有効性 
 「弓の毛のエッジで弾く」奏法をエッジ奏法と名付けよう。従来の奏法とエッジ奏法の比




























































































176  嘉悦大学研究論集 第53巻第2号通巻98号 平成23年3月 



































スキル創造におけるコラボレーションの役割 古川 康一  升田 俊樹 177 

















































































































[1] 古川 康一: スキルサイエンス, 人工知能学会誌, Vol.19, No.3, 355-364, 2004. 
[2] 古川 康一, 小林 郁夫: 身体スキル発想支援の非単調推論によるモデル化について, 人工知能学会
基本問題研究会, 札幌, 2007.  
[3] 古川康一他: スキルサイエンス入門, オーム社, 2008. 
[4] Peirce, C. S.: Collected papers of Charles Sanders Peirce, Hartshorne et al. eds., Harvard 
University Press, Vol. 2, 1931-1935, 1958.  
[5] 諏訪正樹: 身体知獲得のツールとしてのメタ認知的言語化, 人工知能学会誌, Vol.20, No.5,  525-532, 
2005. 
[6] Masaki Suwa: A Cognitive Model of Acquiring Embodied Expertise Through Meta-cognitive 
Verbalization, Transactions of the Japanese Society for Artificial Intelligence, Vol. 23, No.3, 
141-150, 2008. 
[7] Kakas, A. C., Kowalski, R. A. and Toni, F.: The role of abduction in logic programming, 
Handbook of logic in Artificial Intelligence and Logic Programming 5, Oxford University Press, 
235-324, 1998. 
[8] 古川康一, 井上克巳, 小林郁夫, 諏訪正樹: 発想推論に基づく着眼点の発見, 人工知能学会2009年
度全国大会, 2009. 
[9] ジャン・ピアジェ（著）, 滝沢 武久（訳）：思考の心理学―発達心理学の6研究, みすず書房, 1999. 
 
 
（平成 22年 10月 25日受付、平成 22年 12月 9日再受付） 
 
